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  三和区の人口 男2,540人(-8人）女2,611人(-3人）合計5,151人(-11人）世帯数1,888(-1）※令和４年11月末現在（ ）は先月との比較                

2022.12.25 三和区だより① ◇ 三和区だよりは、上越市ホームページ上でカラーでご覧になれます。 

≪民生委員・児童委員、主任児童委員を紹介します≫ 

   １２月１日（木）、新たな任期で、民生委員・児童委員、主任児童委員が任命されました。三和区は

１６人です。「民生委員」は、厚生労働大臣から委嘱される非常勤公務員で、地域住民の生活や福祉

全般の相談対応や援助活動を行います。 

   また、民生委員は「児童委員」も兼務し、妊娠中の心配ごと相談や子育てに関する支援も行い、

住民と行政をつなぐパイプ役となります。主任児童委員は、児童福祉を担当し、地区担当の民生委

員・児童委員と協力しながら、様々な課題解決に取り組みます。     

■担当：福祉班 

◆民生委員・児童委員    【任期３年】 令和４年12月1日～令和７年１１月30日 

◆主任児童委員   【任期３年】 令和４年12月1日～令和７年１１月30日 

 氏   名 担 当 町 内 会 

いいだ   ひでとし  
  川浦、番町 飯 田  英 利  

   まつい   かずよ 
  神明町 

松 井  和 代  
こばやし  かずひさ  

  中野、窪、法花寺、水科 小 林  一 久  
さらやま  しゅういち  

  水吉、鴨井 更 山  修 一  
  さわい  ゆみこ  

  上田、下田、下中、稲原 
澤井 由美子  

   もり    ゆ み  
  野、日和町  森   由 美  

  たかはし  なおこ  
  今保、大東 髙 橋  直 子  

    きたみね  けいこ  
  大西、三村新田、井ノ口 北 峰  惠 子  

    うえの   ひろみ  
  浮島、島倉、下田島 上 野  浩 美  

    ふじた   よしお 
  所山田、岡田 藤 田  義 雄  

おおつぼ  たけお  
  山高津、払沢、桑曽根、北代、下新保 大 坪  武 夫  

おおはら  こういち  
  錦、柳林、岡木、上広田 大 原  幸 一  

わたなべ  ひろふみ  
  米子、広井、下広田、本郷、沖柳 渡 邉  博 文  

おおたき  まさひろ  
  越柳、神田、塔ノ輪 大 滝  正 博  

いべ   りゅうこ  
  山越新田、末野、末野新田 

伊 部  隆 子  

 

氏   名 担 当 区 域 
たかはし  けいこ  

  里公小学校区、上杉小学校区、 美守小学校区  (三和区全域）  
髙 橋  恵子  

日ごろの生活や福祉などでお困りの方は 

担当する委員にお気軽にご相談ください！ 

   無印良品MUJI to GO 移動販売バス 

       冬季運休のお知らせ 

   市 内 の 中 山 間 地 域 で、移 動 販 売 を

行 っ て いる無印良品のバスは、１月と2月

の運行を休止します。 

【三和区※の休止日】 

※上杉郵便局前、三和区総合事務所前 

  第４月曜日（1月２３日、２月27日） 



◇ 三和区だよりは、上越市ホームページ上でカラーでご覧になれます。 

 問合せは、総合事務所の各担当班へお願いします。（☎ 025-532-2323） 

2022.12.25 三和区だより② 

 ≪除雪作業による事故を防ぎましょう！≫ 

 ≪東京2020オリンピック・パラリンピックに使用された 
   上越市産の木材が「ベンチ」に生まれ変わりました！≫ 

  毎年、屋根の雪下ろしや除雪作業中の事故が多発し、特に高齢者の被害が多く発生しています。

事故の原因は、「自分は大丈夫」と油断している時に起きていますので、改めて次の点に十分注意し

て除雪作業を行ってください。  

■担当：総務班 

■担当：教育・文化班 

▼ 除雪機に詰まった雪の除去は、必ずエンジンを止めてから！ 

▼ 2人以上で作業する。やむをえず1人の場合は、家族や隣近所に声掛けを！ 

▼ 作業前に、水路等の危険箇所を確認！ 

▼ ハシゴはしっかり固定し、昇降時は特に注意！ 

▼ 雪下ろしは、ヘルメットや命綱等の安全対策を行い、足を滑らせないよう慎重に！ 

▼ 軒下は、屋根からの落雪に注意！ 

▼ 作業は無理をせず、こまめに休憩を！ 

除雪作業中に発生する事故の傾向  

▼ 死亡事故の多くは、一人での作業中に発生 

▼ 事故の大半は、屋根やハシゴからの転落 

除 雪 作 業 を 行 う 際 の 注 意 点  

   東京2020オリンピック・パラリンピックの選手村施設の建設に、上越市産の木材が部材として使

用されました。大会後に解体・返却された木材を遺産として活用するため、ベンチ40台に加工され、

そのうち２台を「三和ふれあいホール（屋内ゲートボール場）」に設置しました。ベンチの背もたれ部分

には、選手村で使用されたことを証明する焼き印が押されています。 

   同施設でゲートボールを楽しんでいる方は、「オリンピック施設に使用された木材が、こういう形で

地元に戻り、使用できるってのは本当にいいことだね。」と喜んでいました。 

 なお、このベンチは、市役所やリージョンプラザ上越、教育プラザなど、１６の公共施設に設置されて

います。 

三和ふれあいホール 

点検はエンジンを 
    止めてから！ 


